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読書の楽しさを
子どもたちに

平成2
8年度

当初予
算



▼
安
全
・
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現

♦
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…

15
億
３
，
１
９
９
万
円

♦
避
難
誘
導
灯
整
備
…
…
…
…

９
０
３
万
円

　

防
犯
灯
に
非
常
電
源
付
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
を
整
備

♦
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
費
助
成
金

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５
０
０
万
円

各
地
区
の
自
主
防
災
組
織
が
自
ら
実
施
す
る

防
災
事
業
に
対
し
て
補
助

♦
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業 

新
…
 52
万
円

▼
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
取
組
強
化

♦
第
三
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化　

拡

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
第
三
子
以
降
保
育
料
補
助
金
等

♦
子
ど
も
医
療
事
業 

拡
…
 ４
，
１
５
３
万
円

小
中
学
生
の
保
険
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担

分
を
助
成

♦
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

２
，
５
３
３
万
円

出
産
へ
の
不
安
や
子
育
て
に
悩
む
母
親
へ
の

相
談
・
訪
問
・
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
ま
で
を
切
れ
目
な

く
支
援

▼
質
の
高
い
教
育
環
境
の
実
現

♦
子
ど
も
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設 

新 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
２
５
万
円

い
じ
め
・
不
登
校
等
に
対
応
す
る
た
め
、
学

習
支
援
員
を
配
置
し
て
、
学
校
生
活
へ
の
復

帰
等
を
支
援

♦
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
充
実 

拡 

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
，
１
９
８
万
円

学
校
司
書
の
増
員
と
学
校
図

書
の
増
冊
に
よ
り
子
ど
も
の

読
書
活
動
を
充
実

♦
空
調
機
器
の
整
備
…
…

５
，
３
９
０
万
円

市
内
小
学
校
２
校
の
普
通
教
室
等
へ
エ
ア
コ

ン
を
設
置
し
、
全
小
中
学
校
へ
の
整
備
が
完
了

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ま
ち

▼
地
域
資
源
を
活
用
し
た
創
業
等
へ
の

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援

♦
地
域
特
産
品
等
広
報
事
業 

拡 

　

…
…
…
…
…
…
…

１
億
５
，
０
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

制
度
を
活
用
し
て
地
域

特
産
品
の
知
名
度
向

上
、
販
路
及
び
消
費
の

拡
大
を
図
る

▼
地
域
産
業
の
発
展
・
維
持

♦
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業 

拡

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

７
２
６
万
円

有
田
み
か
ん
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ス
イ
ー

ツ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
、
市
内
事
業
所
へ
の

自
立
的
な
販
路
拡
大
を

支
援
す
る
補
助
金
等

♦
原
産
地
呼
称
管
理
事
業

　

…
…
…

３
６
０
万
円

　

特
産
品
を
公
的
部
門
が

認
定
・
管
理
す
る
こ
と
に

よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

モ
テ
る
ま
ち

▼
地
域
資
源
の
掘
り
起
し
・
磨
き
上
げ

♦
ボ
ト
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
等
製
造
・
販
売

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１
７
６
万
円

良
質
な
水
道
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
ボ
ト
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
等
を
製
造
・
販
売

▼
移
住
・
定
住
の
促
進

♦
三
世
代
定
住
等
支
援
事
業
費
補
助
金

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２
０
０
万
円

市
外
在
住
の
子
ど
も
世
帯
が
市

内
の
親
世
帯
と
同
居
・
近
居
す

る
た
め
の
住
宅
取
得
等
の
費
用

に
補
助

▼
観
光
資
源
の
創
出
・
情
報
発
信

♦
郷
土
資
料
館
特
別
展
開
催
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

３
１
９
万
円

「
小
説　

有
田
川
の
世
界
」

有
田
を
舞
台
と
し
た
小
説
「
有
田
川
」
（
有あ

り

吉よ
し

佐さ

和わ

子こ

著
）
に
ま
つ
わ
る
資
料
展
示
や
記

念
講
演
会
を
開
催
し
、
郷
土
愛
を
深
め
る
機

会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
観
光
客
を
誘
致

市税
3,189,000
（24.2％）

県支出金
1,001,770
（7.6％）

補助費等
1,422,212
（10.8％）

扶助費
2,098,498
（15.9％）

繰出金
1,473,748
（11.2％）

物件費
1,957,241
（14.8％）

公債費
1,501,812
（11.4％）普通建設事業費

1,970,380（14.9％）

市債
1,228,200（9.3％）

地方交付税
3,700,000（28.0％）

依存財源
8,674,487
（65.7％）

投資的経費
1,970,380
（14.9％）

その他
5,421,843
（41.2％）

義務的経費
5,794,777
（43.9％）

自主財源
4,512,513
（34.3％）

国庫支出金
2,129,417
（16.1％）

市債市債市債
1,228,200（900（9.3％）1,,222828,,202000（9（9.3％）

分担金及び負担金等
536,291（4.1％）

繰入金
536,343
（4.1％）

諸収入
250,879
（1.9％）

地方譲与税等
615,100（4.7％）

補助費等等
1,422,422,212

維持補修費等
568,642（4.4％）

人件費
2,194,467（16.6％）

一般会計歳出
（性質別）

一般会計歳入
歳出合計
13,187,000
（千円）

歳入合計
13,187,000
（千円）

新 拡…新規 …拡充

誇
れ
る
ま
ち

▶
文
化
ホ
ー
ル
と
図
書
館
を
併
設
し
た

　
（
仮
称
）有
田
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
外
観
イ
メ
ー
ジ

一般会計予算額

131億8,700万円
特別会計　92億5,923万円
企業会計　38億6,936万円

地方創生へ確かな一歩
平成28年度
当初予算

平成２８年度予算は、まち・ひと・し
ごと創生総合戦略と長期総合計画後期
基本計画が本格的にスタートします。
未来に向かった投資を行うことに重点
を置き、地方創生へ確かな歩みを進め
る予算編成としました。

広報ありだ2016. ４ 広報ありだ2016. ４③ ４ ②



 情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 28 年３月 1日現在）

人口 29,638 人（前月比－ 40人）
男 14,106 人　女 15,532 人　世帯数 11,886 戸

Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

３月13日（日）、文化福祉センターにおいて「みかん
の里で踊りまShow!」が開催されました。軽快な音にの
せたストリートダンスや優雅なフラやクラシックバレエ
など様々なダンスチームが大集結！出演者はこれまで積
み重ねてきた練習の成果を披露しました。
観客は「キラキラしててきれい」と笑顔で話し、ダン

スの迫力や美しさに熱い拍手を送っていました。

優雅な踊りに、うっとり

３月５～６日、文化福祉センターにおいて「みかんの
里のフェスティバル！」が開催されました。公民館で活
動している自主サークルによる作品展示や芸能発表のほ
か、お茶席やゲーム大会など幅広い世代の人たちが楽し
めるイベントとなりました。工作教室では、先生に教わ
りながら子どもたちが作品づくりに熱中し、「おもしろ
いなぁ」と、ものづくりの楽しさを感じていました。

かわいくできたよ♪

２月27日（土）、バドミントン競技元日本代表の銭
ぜに

谷
や

欽
き ん

治
じ

氏を迎え、講演会とバドミントン教室が開催され
ました。教室では、参加者も実際にラケットを振り、銭
谷氏や県代表のバドミントン選手から基本を教わりま
した。最後には、選手たちによるデモンストレーション
ゲームが行われ、目にも止まらぬ速さのスマッシュに歓
声がわいていました。バドミントンの魅力を思う存分体
感できた１日でした。

バドミントンって楽しい！

教　
　

室

介
護
予
防
運
動
教
室
に
参
加
し
よ
う
！

介
護
予
防
と
は
、
で
き
る
だ
け
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
体
や
心
の
機
能
を

維
持
・
改
善
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

市
で
は
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
体
力
に
あ
わ
せ
て
３
種
類
の
介
護
予
防

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
元
気
な
う
ち
か

ら
積
極
的
に
参
加
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
い
き

い
き
と
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

※
祝
祭
日
・
天
候
の
都
合
な
ど
で
開
催
日
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
■
み
ん
な
の
サ
ロ
ン
■
■　

※
申
込
不
要

内
容
／
軽
い
か
ら
だ
ほ
ぐ

し
運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等

時
間
／
１
時
間
30
分
程
度

参
加
費
／
無
料

■
■
い
き
い
き
体
操
■
■　
　

※
申
込
不
要

内
容
／
ス
テ
ッ
プ
運
動
・

ス
ト
レ
ッ
チ
・
軽
い
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

時
間
／
１
時
間
30
分
程
度

　

※
休
憩
含
む

参
加
費
／
無
料

■
■
や
わ
ら
元
気
体
操
■
■　

※
申
込
必
要

　

柔
道
整
復
師
に
よ
る
介
護
予
防
運
動
教
室

内
容
／
ス
テ
ッ
プ
運
動
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
軽

い
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

時
間
／
１
時
間
30
分
程
度 

※
休
憩
含
む

参
加
費
／
無
料

申
込
先

・
有
田
整
骨
院　

℡
83

－

３
３
１
４

・
京
井
整
骨
院　

℡
83

－

６
１
６
２

・
し
ま
だ
接
骨
院　

℡
83

－

３
７
７
８

・
竹
中
接
骨
院　

℡
83

－

４
０
５
０

・
ま
ん
た
に
整
骨
院　

℡
83

－

５
１
５
１

・
宮
崎
町
名
倉
堂
接
骨
院　

℡
83

－

５
７
０
７

・
宮
原
名
倉
堂
接
骨
院　

℡
83

－

５
２
１
６

問　

高
齢
介
護
課
（
内
線
２
３
９
）

手
話
教
室

手
話
は
す
ば
ら
し
い
〝
言

葉
〞
で
す
。
あ
な
た
も
手
話
で

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

せ
ん
か
？

日
時
／
６
月
〜
平
成
29
年
３
月
ま
で
の
第
２

　

・
第
４
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
／
市
役
所
３
階
会
議
室

対
象
／
市
民
の
方
20
名
程
度

受
講
料
／
無
料　

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

申
込
／
電
話
に
て
５
月
20
日
（
金
）
ま
で

申
・
問　

福
祉
課
（
内
線
３
６
４
）

お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
制
度

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

対
象
／
大
学
（
大
学
院
）
、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
も
含
む
）
に
在
学
す
る
方

承
認
期
間
／
４
月
〜
翌
年
３
月

※
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
つ
い
て

平
成
27
年
度
に
お
い
て
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
へ
、
４
月
初
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等

の
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
同
一
の
学
校

に
在
学
す
る
場
合
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要

最
小
限
の
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
申
請
が

で
き
ま
す
。

な
お
、
初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を

す
る
方
・
ハ
ガ
キ
が
着
か
な
い
方
は
、
在
学

証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

※
家
族
の
方
が
代
理
で
申
請
す
る
場
合
、
印

鑑
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
・
問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３

－

４
４
７

－

１
６
８
８

　
　
　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

場　　所 開催日 時　間

星尾会館 第２月曜日 13:30 ～

箕島公民館 第３月曜日 13:30 ～

港町老人憩いの家 第３木曜日 13:30 ～

男浦コミュニティセンター 第４月曜日 13:30 ～

矢櫃公民館 第４木曜日 13:30 ～

場　　所 開催日（毎週） 時　間
初島公民館 月曜日 13:00 ～
千田西公民館 月曜日 13:30 ～
宮崎公民館 火曜日 13:00 ～
須谷会館 火曜日 13:30 ～
糸我公民館 水曜日 13:30 ～
港会館 水曜日 13:30 ～
野みかんセンター 木曜日 13:00 ～
男浦コミュニティセンター 木曜日 13:00 ～
北原教育集会所 木曜日 13:00 ～
滝川原公民館 金曜日 13:00 ～
山地コミュニティセンター 金曜日 13:30 ～
新堂農事センター 金曜日 13:30 ～

場　　所 開催日 時　間
箕島公民館 第２・４火曜日 13:30 ～
港町公民館 毎週月・水・金曜日 10:00 ～
辰ケ浜ふれあいセンター 第１・２木曜日 13:00 ～
保田公民館 第１～４水曜日 9:30 ～
糸我公民館 第２・４金曜日 10:00 ～
中央地区公民館 毎週火曜日 10:00 ～
野みかんセンター 毎週火・金曜日 13:30 ～
初島北集会所 毎週日・水・金曜日 9:30 ～
初島公民館 第１・３火曜日 13:30 ～
福祉館なごみ 毎週水曜日 10:00 ～・13:30 ～
山田原柑翁会館 第１・３金曜日 13:30 ～

平
成
28
年
度

　

固
定
資
産
税
（
全
期
・
第
一
期
）

納
期
限
は
５
月
２
日
（
月
）
で
す
。

こども
スマイル

月生ま
れ４

６月生まれのお子さん（就学前）募集中！
氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセー
ジ（50字以内）を添えて、お申込みください。
応募多数の場合は抽選。
申込方法／郵便・メール・持込
締切／４月 28日（木）
申・問　秘書広報課（内線２０５）
　　　　※宛先は裏表紙参照

元気いっ
ぱいのお

子さんを
紹介しま

す ! 大好きな愛娘♥1歳おめ
でとう！ふうちゃんは我
が家の宝物。これからも
ニコニコ笑顔で健康に
育ってね♪

さくちゃん。
Happy Birthday！
いっぱい楽しいことし
ようね♪
元気いっぱい大きくなぁれ！

萬
まん

谷
たに

 楓
ふう

香
か

ちゃん

福
ふく

林
ばやし

 朔
さく

茉
ま

ちゃん

（１歳）

（１歳）

市制施行60周年記念式典
５月１日に有田市が誕生してから60年
を迎えます。有田市の歴史をふりかえりな
がらみんなで一緒にお祝いしませんか？
日時／５月１日（日）午後１時 30分～
場所／文化福祉センター
内容／市政功労者表彰式
　　　スライドショー他
※会場規模の関係上、お席に限りがござ
いますので、ご了承ください。

問　秘書広報課（内線 205）

度
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初
度
検
査
年
月
に
応
じ
て
、
税
額
が
決
ま

り
ま
す
。

※
初
度
検
査
年
月
は
自
動
車
検
査
証
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

税
務
課
（
内
線
３
７
４
）

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車
税

の
税
率
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

１
日
ド
ッ
ク
助
成
制
度
の
ご
案
内

（
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
）

必
要
な
も
の
／
保
険
証
・
印
鑑
・
40
歳
以
上

の
方
は
特
定
健
診
受
診
券
（
40
歳
以
上
の

方
に
４
月
下
旬
郵
送
予
定
）

対
象
／
国
保
資
格
が
６
ヵ
月
以
上
あ
り
、
国

保
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
方

※
同
一
年
度
内
に
特
定
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
を
受
診
で
き
ま
す
。

※
昨
年
度
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、

今
年
度
の
脳
ド
ッ
ク
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
脳
外
科
で
診
療
を
受
け
て
い
る
方
、
体
内

に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
金
属
を
入
れ
て
い

る
方
は
、脳
ド
ッ
ク
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
40
歳
以
上
で
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク

が
高
い
方
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
な
ど
が
個
別
に
健
康
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

健
康
課
（
内
線
３
４
３
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度保険

料
率
等
の
改
定

保
険
料
は
、
等
し
く

負
担
し
て
い
た
だ
く
均

等
割
額
と
、
所
得
に
応

じ
て
決
ま
る
所
得
割
額

の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
得
の
少
な
い

方
な
ど
に
は
今
ま
で
ど

お
り
軽
減
制
度
が
あ
り
、

さ
ら
に
均
等
割
額
の
５

割
・
２
割
軽
減
の
対
象

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
保
険
料

額
の
通
知
は
、
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

問　

健
康
課（
内
線
２
５
７
）

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

℡
０
７
３

－

４
２
８

－

６
６
８
８

老
人
医
療
費
助
成
制
度

老
人
医
療
費
助
成
制
度
と
は
、
満
67
歳
以

上
69
歳
ま
で
の
低
所
得
の
方
の
保
険
診
療
に

か
か
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
給
付
又
は

補
助
す
る
助
成
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る
方

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

高
齢
介
護
課
（
内
線
３
４
７
）

地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
利
用

定
員
18
人
以
下
の
小
規
模
な
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
は
、
４
月
か
ら
「
地
域

密
着
型
通
所
介
護
」
と
し
て
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
活
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
住
民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
内
の
地
域

密
着
型
通
所
介
護
を
利
用
で
き
る
の
は
、
原

則
と
し
て
有
田
市
の
住
民
に
限
ら
れ
、
市
外

の
住
民
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
３
月
31
日
時
点
で
利
用
契
約
が
あ

る
場
合
は
、
市
外
の
住
民
で
あ
っ
て
も
、
引
き

続
き
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
介
護
予
防
通
所
介
護
に
つ
い
て

は
、
従
来
ど
お
り
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

問　

高
齢
介
護
課
（
内
線
３
４
４
）

訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス

市
内
在
住
の
方
で
、
自
力
で
理
容
店
に
出

向
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
、
理
容
師
が
自
宅

ま
で
訪
問
し
て
調
髪
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

高
齢
介
護
課
（
内
線
３
４
７
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
発
行
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
、
療
育

手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）
及
び
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
（
基
本
料
金
相
当
・
年
間

28
回
分
）
を
発
行
し
ま
す
。
た
だ
し
、
市
税

等
に
滞
納
の
な
い
方
に
限
り
ま
す
。
手
帳
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
次
の
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

問　

福
祉
課
（
内
線
３
６
４
）

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82̶

３
２
２
３

小
・
中
学
生
へ
の
就
学
援
助
制
度

経
済
的
理
由
に
よ
り
小
中
学
校
へ
の
就
学

が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
お

子
さ
ま
の
学
校
生
活

で
必
要
な
費
用
（
学

用
品
費
・
給
食
費

等
）
の
一
部
を
援
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。援

助
を
受
け
る
に
は
学
校
を
通
じ
て
申
請

が
必
要
で
す
。

認
定
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
に
お
い

て
課
税
状
況
・
児
童
扶
養
手
当
受
給
の
有
無

等
を
審
査
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

問　

教
育
総
務
課
（
内
線
２
９
４
）

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

こ
の
給
付
金
は
、
低
所
得
の
高
齢
者
を
支

援
す
る
た
め
、
支
給
す
る
も
の
で
す
。

給
付
対
象
者
／
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給

付
金
の
対
象
者
の
う
ち
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
に
65
歳
以
上
に
な
る
者

○
平
成
27
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

　

平
成
27
年
１
月
１
日
時
点
で
有
田
市
の
住

①二輪車 ･小型特殊自動車等

車 種 区 分
税率 (年額 )

これまで ４月から

原動機付
自転車

総排気量が50cc以下のもの 1,000円 2,000円
総排気量が50ccを超え90cc以下のもの 1,200円 2,000円
総排気量が90ccを超え125cc以下のもの 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽自動車
２輪のもの（※被牽

けん

引
いん

車両を含む）
（総排気量が125ccを超え250cc以下のもの） 2,400円 3,600円

専ら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円

小型特殊
自動車

農耕作業用のもの 1,600円 2,400円
その他のもの（フォークリフトなど） 4,700円 5,900円

２輪の小型自動車（総排気量が250ccを超えるもの） 4,000円 6,000円

②軽自動車

車 種 区 分

税率（年額）

初度検査
年月が平
成27年３
月以前の
車両

初度検査
年月が平
成27年４
月以降の
車両

初度検査
年月から
13年を経
過した車
両

軽自動車

３輪（総排気量が660cc以下のもの） 3,100円 3,900円 4,600円

４輪以上（総排
気量が 660cc
以下のもの）

乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

平
成
28
年
度

有
田
市
戦
没
者
戦
災
死
者
追
悼
式

先
の
大
戦
に
お
い
て
犠
牲
と
な
ら
れ

た
戦
没
者
・
戦
災
死
者
へ
の
追
悼
式
を

次
の
日
程
で
執
り
行
い
ま
す
。

日
時
／
４
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

場
所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

問　

福
祉
課
（
内
線
３
２
５
）

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、

平
成
27
年
度
分
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
。

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
り
専
従
給
を
受
け
て
い
る
方
、

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
場
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

給
付
額
／
対
象
者
ひ
と
り
に
つ
き
３
万
円

※
給
付
金
の
申
請
方
法
等
は
５
月
上
旬
に
お

知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※
給
付
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や「
個

人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

福
祉
課
（
内
線
２
８
４
）

各
種
福
祉
手
当
の
改
定

次
の
手
当
は
４
月
支
給
分
よ
り
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
／
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
、
父
子

家
庭
の
父
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
／
20
歳
未
満
で
中
程
度

以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
、
在
宅
で
療

養
・
監
護
し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
／
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重

度
障
害
者
で
、
国
民
年
金
法
に
よ
る
１
級

程
度
の
障
害
が
重
複
す
る
な
ど
の
著
し
い

障
害
の
あ
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当
／
20
歳
未
満
の
在
宅
で
重

度
の
障
害
の
あ
る
児
童
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
手
当
も
、
所
得
に
よ
る
制
限
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

問　

福
祉
課

　
　

児
童
扶
養
手
当（
内
線
３
９
４
）

そ
の
他
手
当（
内
線
２
８
４
）

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行

こ
の
法
律
（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
は
、

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
を
理
由
と
し

て
、
正
当
な
理
由
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
す
る
「
不
当

な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
」
や
、
障
が
い

の
あ
る
人
か
ら
配
慮
を
求
め
る
意
思
の
表
明

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
負
担
に
な
り
過
ぎ
な

い
範
囲
で
、
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め

に
必
要
な
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

福
祉
課
（
内
線
２
８
９
）

（月額）

各種福祉手当 これまで ４月から

児童扶養
手当

全部支給 42,000円 42,330円

一部支給 9,910～41,990円 9,990～42,320円

特別児童
扶養手当

１級 51,100円 51,500円

２級 34,030円 34,300円

特別障害者手当 26,620円 26,830円

障害児福祉手当 14,480円 14,600円

福祉手当（経過措置分） 14,480円 14,600円

※手当は全国消費者物価指数の実績値を基に改定されます

健診名 対象 検査内容 定員 受付 受診機関 自己負担額

人
間

ド
ッ
ク

今年度30～74歳の国
保加入者（S17.4.1～
S62.3.31生まれの方）

診察、血液検査、心電図、
胸部X線検査、胃部X線
または内視鏡検査等

170人 ５月９日（月）～
有田市立病院 7,400 円

桜ケ丘病院 6,370 円

脳
ド
ッ
ク

今年度40～74歳の国
保加入者（S17.4.1～
S52.3.31生まれの方）

脳ＭＲＩ・ＭＲＡ検査、
診察、血液検査等
※受診機関によって検
査項目が異なります。

220人 ６月１日（水）～

日本赤十字社
和歌山医療センター 24,400 円

成人病センター 19,000 円

国保日高総合病院 8,430 円

健診センター・
キタデ 7,980 円

有田市立病院 10,000 円

年度（年間） 均等割額 所得割率 賦課限度額
（上限保険料額）

28・29年度 44,177 円 8.93％ 57万円

26・27年度 44,730 円 8.55％ 57万円

４月13日（水）オークワ箕島店
午前10時～正午・午後１時～４時30分

献血へ
行こう！

問　保健センター
　　℡ 82- ３２２３

広報ありだ2016. ４広報ありだ2016. ４⑦ ⑥



情報ありだ

市民法律相談　※予約制
日時／4/19（火）・5/17（火）
　　　午後１時～４時20分
場所／市役所３階会議室
　　※弁護士は月替わり
　　※定員10名
問　市民課（内線244）

合同相談
日時／4/14（木）・5/12（木）
　　　午後１時30分～４時
場所／文化福祉センター
行政相談員：石

いし

井
い

志
し

通
づ

男
お

　　　　　　吉
よし

川
かわ

かよ子
こ

人権相談員：
　　（４月）中

なか

喜
よし

弘
ひろ

・高
たか

垣
がき

明
あき

子
こ

　　（５月）堤
つつみ

敏
とし

明
あき

・田
た

中
なか

増
ます

穂
ほ

問　市民課（内線244・368）

教育相談
日時／平日　午前９時～
場所・問　教育委員会
　　　　　（内線512）
青少年センター
日時／平日 午前８時30分～
場所・問　青少年センター
　　　　℡0120-783-782
　　　　℡82-3591
家庭児童相談
日時／月～木　※平日のみ
　　　午前９時～午後４時
場所・問　家庭児童青少年
　　　　相談室
　　　　℡82-3711
消費生活相談
日時／4/5（火）・5/6（金）　
　　　　午後１時～４時
場所／市役所３階
　　　ミーティングルーム
※電話相談も可
問　産業振興課 ℡83-0225

★子ども読書の日事業★

ふくろうおじさんとあ・そ・ぼ！ふくろうおじさんとあ・そ・ぼ！
日時／４月16日（土）午後１時30分～
場所／文化福祉センター３階和室
内容／大型絵本の読み聞かせ・ジャンボ かるたとり
※いつもとはちがう、スペシャルなスタンプがた
くさんもらえます！！

定員／20名
受付／４月６日（水）～　定員に達し次第受付終了

新着図書紹介新着図書紹介
「とんでもなくおもしろい宇宙」 

柴
しば

田
た

　一
かず

成
なり

／著　KADOKAWA
毎日見ているけれど、近くて遠い宇宙…静かに

またたく星々に想いをはせる…
…星って静かじゃないんです！大爆発する星が

次々に見つかるし、太陽は地球を滅ぼ
すような規模で大爆発を繰り返してい
るし、月は毎年少しずつ地球に近づい
ているらしい！驚くほど動的な宇宙の
姿を、太陽研究の第一人者が紹介しま
す。 問　図書館（℡82-3220）

平成 27年度　有田市人権啓発標語入選作品 小学生の部　「みんなはね　ひとりひとりが　たからもの」 「毎日を　楽しくしよう　いじめゼロ」

広告

当
院
で
は
４
月
か
ら
、
薬
剤
師
１
名
・
看

護
師
１
名
・
理
学
療
法
士
３
名
・
作
業
療
法

士
１
名
・
言
語
聴
覚
士
１
名
・
介
護
福
祉
士

１
名
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
が
加
わ
り
、

医
療
提
供
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
よ
り
地
域
の
実
状

に
あ
っ
た
質
の
高
い
き
め
細
や
か
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

当
院
の
基
本
理
念
で
も
あ
る
「
良
質
な
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
」
「
地
域
医
療
に
貢
献

す
る
こ
と
」
「
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院

に
な
る
こ
と
」
を
改
め
て
全
職
員
が
再
認
識

し
、
患
者
様
の
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
る
病
院
づ
く
り
に
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

入
院
時
の
食
事
代
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
一
食
に
つ
き 

２
６
０
円

○
平
成
28
年
４
月
〜 

３
６
０
円

○
平
成
30
年
４
月
〜 

４
６
０
円

※
た
だ
し
、
低
所
得
者
、
難
病
、
小
児
慢
性

特
定
疾
患
者
の
負
担
額
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　

医
務
課

市
立
病
院
の
体
制
強
化
！　
　

入
院
時
の
食
事
代
の
お
知
ら
せ

市
立
病
院
通
信

不審者（物）を発見したときは、110番通報もしくは有田警察署に通報してください。

℡82-
2151

図書館だより 無料そうだん 制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

有
田
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
５
月
に

官
能
審
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
認
定
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

締
切
／
４
月
28
日
（
木
）

申
・
問　

産
業
振
興
課
（
内
線
２
７
１
）

資
源
ご
み
集
団
回
収
実
施
団
体
を
募
集

市
で
は
ご
み
の
減
量
及
び
資
源
の
有
効
利

用
の
促
進
の
た
め
、
地
域
で
自
主
的
に
資
源

ご
み
の
集
団
回
収
を
実
施
さ
れ
て
い
る
団
体

に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
定
期
的
に
資

源
ご
み
の
集
団
回
収
を
実
施
す
る
団
体

※
あ
ら
か
じ
め
市
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
品
目
／
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

古
紙
・
古
着
・
ア
ル
ミ
缶
等

奨
励
金
単
価
／
す
べ
て
１
㎏
あ
た
り
３
円

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

一
般
幹
部
候
補
生
募
集

受
付
期
間
／
３
月
１
日（
火
）〜
５
月
６
日（
金
）

応
募
資
格
（
年
齢
）

４
月
１
日
現
在
、20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

※
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
、
修
士
の
学
位
を

受
け
た
者
は
28
歳
未
満
ま
で

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82

－

６
６
３
１

平
成
28
年
度
国
税
専
門
官
募
集

受
付
期
間
／
４
月
１
日（
金
）〜
４
月
13
日（
水
）

第
一
次
試
験
日
／
５
月
29
日
（
日
）

受
験
資
格
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

湯
浅
税
務
署　

℡
63

－

５
３
５
１

お
知
ら
せ

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

社
会
福
祉
法
人
守し

ゅ

皓こ
う

会か
い

の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
が
、
介
護
予
防
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
え
る
よ
う
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
質
問
へ
の
回
答
内
容
は
、

介
護
予
防
に
関
す
る
目
的
以
外
に
は
使
用
し

ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

高
齢
介
護
課
（
内
線
３
４
７
）

固
定
資
産
税
の
評
価
額
等
の
縦
覧

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基
礎
と
な

る
、
評
価
額
等
を
記
載
し
た
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧

で
き
ま
す
。

対
象
／
土
地
又
は
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

の
納
税
者
、
又
は
納
税
管
理
人
や
納
税
者

の
代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

期
間
／
４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
２
日
（
月
）

縦
覧
場
所
／
税
務
課

問　

税
務
課
（
内
線
２
３
４
）

募　
　

集

『
認
定
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
』

申
請
者
を
大
募
集
！

市
で
は
、
よ
り
高
い

品
質
の
農
産
物
及
び
農

産
物
加
工
品
を
提
供
す

る
こ
と
で
生
産
情
報
を

消
費
者
へ
開
示
し
、
消

費
者
の
信
頼
を
得
な
が

ら
地
域
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
「
有
田
市
原
産
地
呼
称
管
理

。

参加者年齢層
～19歳
0％

20代
2％ 30代

3％

40代
14％

50代
14％60代～

67％

学習会について
理解しにく
かった 4％

その他
2％

理解しやすかった
72％

映画鑑賞だけ
でも効果はある

22％

有田市人権尊重地区別学習会

　あなたのあったかいハートが動きます！
市では実行委員会を中心に各地区で人権尊重地区別学習
会を開催しています。学習会を通じ、様々な人権を理解
し、尊重する社会の実現をめざしています。
平成27年度は11会場で開催し、参加総数は609人でし
た。主に啓発映画が上映されたほか、校長先生の講話や、
わいがや娘のブラックシアター「中

ちゅう

将
じょう

姫
ひめ

物語」を取り入れ
たり、曜日や時間帯、会場等にもそれぞれの地区が工夫を
凝らしました。

啓発映画も好評で、参加者に人権の大切さについて再認
識していただく良い機会になりました。
しかし、どの地区も若い世代の参加が少なく、幅広い世
代の方に参加していただけることが今後の課題となってい
ます。
地道な活動を続けることにより、一人ひとりの人権意識
の高揚につながります。
今後も市民の皆様のご参加をよろしくお願いします。

■参加者の感想 ■アンケート結果

社会人になって、人権について学習する機会が
なかったので、よい学習になった。

心に残る映画でした。様々な問題が含まれており、
思い込みで判断しないことが大切と考えさせられた。

家でも人権について、もっと話し合う機会を
持とうと思った。

保田・初島・中央・宮崎・港地区にて実施
回答者428名

発見の
ポイント!

●見慣れない人（物）が長時間、同じ場所にいる（ある）　●常に人の目を気にしている
●話しかけても応じない　　　●自分の住所や名前を間違える　　　　　問　有田警察署　８３－０１１０
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ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

広告広告

市
１
年
間
の
取
材
お
疲
れ
様
で
し
た
。

だ
い
た
い
２
ヵ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
有
田
市
に
取
材
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
ま
ち
に
対
し
て
ど
ん

な
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
か
。

学
有
田
市
は
自
然
が
豊
か
で
時
間
の

流
れ
が
緩
や
か
に
感
じ
ま
し
た
。
特

に
、
箕
島
駅
か
ら
商
店
街
を
抜
け
る

と
、
川
や
緑
が
パ
ー
ッ
と
目
の
前
に

広
が
る
景
色
が
好
き
で
す
。

市
多
く
の
有
田
市
の
方
々
に
取
材
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
道
で
出

会
っ
た
方
に
急
に
取
材
を
お
願
い
し

た
り
も
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
市

民
の
方
々
の
人
柄
や
印
象
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

学
た
く
さ
ん
ま
ち
の
人
と
お
話
し
た

り
取
材
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
誰
に

このコーナーは、地域の課題解決について研究している龍谷大学政策学部の学生の皆さんが取材しました。有田市での
フィールドワークなどでの活動を通じて感じた“縁側”の魅力を多くの人に伝えるため、学生自ら取材を行い、記事を書い
ています。
今回は、１年間にわたる活動を通じて感じたことを学生の皆さんに質問形式で伺いました。

※ここでの“縁側”とは、“ホッとできる自分の居場所”という意味です。

も
突
っ
ぱ
ね

ら
れ
る
こ
と

な
く
温
か
く

迎
え
入
れ
て

い
た
だ
け
た

と
い
う
印
象

で
す
。
有
田
市
の
人
た
ち
っ
て
、
ど

ん
な
人
に
も
心
の
距
離
が
近
い
気
が

し
ま
す
。
ま
ち
の
人
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
形
成
さ
れ
て
い

る
け
ど
、
市
外
の
私
た
ち
で
も
す
ぐ

輪
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。

あ
と
、
ま
ち
の
資
源
を
活
用
し
た

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
多
い

こ
と
も
仲
良
し
の
秘ひ

訣け
つ

に
な
っ
て
い

る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
〝
み
か

ん
は
買
わ
な
く
て
も
農
家
さ
ん
が
お

裾す
そ

分
け
し
て
く
れ
る
〞
っ
て
出
会
っ

た
人
た
ち
が
口
を
揃そ

ろ

え
て
言
っ
て
い

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
、
漁
師
さ
ん
も
年
齢
を
問
わ
ず
仲

良
し
だ
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

市
取
材
を
通
し
て
色
々
な
食
べ
物
を

食
べ
る
機
会
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

学
箕
島
漁
港
で
５
月
に
開
催
さ
れ
た

お
魚
勉
強
会
へ
も

取
材
に
行
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

が
、太
刀
魚
の
練
り

天
（
ほ
ね
く
）を

網
焼
き
し
た
も
の

〜
龍
谷
大
生
の
み
な
さ
ん
よ
り
〜

今
回
、
１
年
間
に
わ
た
っ
て
、

市
民
の
方
々
の
〝
ホ
ッ
と
で
き
る

自
分
の
居
場
所
〞
＝
〝
縁
側
〞
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
の
縁
側
も
市
民
の
方
に
と
っ

て
大
切
な
憩
い
の
場
で
あ
り
、
疲

れ
た
心
を
癒い

や

せ
る
場
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
自
然
や
生
き
物
、
そ

し
て
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
場
が
有
田

市
に
は
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
魅
力
と
と
も

に
、
市
民
の
方
の
温
か
い
人
柄
を

共
有
で
き
れ
ば
と
思
い
記
事
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
何
度
も
有
田
市
に
足
を
運
ぶ
う

ち
に
、
い
つ
の
ま
に
か
私
た
ち
に

と
っ
て
こ
の
ま
ち
自
体
が〝
縁
側
〞

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

山
が
み
か
ん
色
に

染
ま
る
季
節
に
想お

も

い

を
馳は

せ
つ
つ
、
こ
れ

か
ら
も
有
田
市
の
魅

力
を
さ
ら
に
発
見
し

て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

龍谷大学生
持ち込み企画

思わず川で
はしゃいでしまいました

夏に訪れた有田川
冷たい水が気持ちよかったです

→
漁
港
で
味
わ
う
海
の
幸
は格別

の
お
い
し
さ
で
し
た

有田市 縁側発見新聞 №12
わ
た
し
た
ち
の
縁
側

が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、

そ
の
時
は
す
く
っ
た
魚
を
そ
の
場
で
す

ぐ
に
味
わ
え
て
、私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

京
都
周
辺
で
は
ど
う
し
て
も
味
わ
え
な

い
魚
の
鮮
度
を
感
じ
ま
し
た
。

他
に
は
、
や
っ
ぱ
り
み
か
ん
が
と

て
も
甘
く
て
、
農
家
さ
ん
ひ
と
り
ひ

と
り
が
工
夫
し
て
い
る
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

有
田
市
少
年
少
女
合
唱
団

「
テ
ィ
ン
ク
ル
」
は
30
年
ほ
ど

前
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。
歌
の

好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

り
、
学
区
を
越
え
て
仲
良
く
歌

の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

土
曜
日
の
朝
、
箕
島
公
民
館
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
歌
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

歌
っ
て
い
る
の
は
、
有
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
「
テ
ィ
ン
ク
ル
」
の

子
ど
も
た
ち
。
定
期
演
奏
会
を
ひ
か
え
、
み
ん
な
真
剣
に
練
習
を
し
て

い
ま
し
た
。

現
在
の
団
員
は
小
学
３
年
生

と
５
年
生
の
あ
わ
せ
て
10
人
。

少
な
い
な
が
ら
も
、一
人
ひ
と
り

が
声
を
大
き
く
出
し
、
迫
力
の

あ
る
歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
す
。

指
導
の
先
生
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

̶

合
唱
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
の
変
化
を
感
じ
ま
す
か
？

人
数
が
少
な
い
の
で
、自
分
が

声
を
出
さ
な
け
れ
ば
、と
い
う
意

識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
の
声
が
他
の
子

た
ち
の
声
と
合
わ
さ
っ
た
時
、

そ
の
歌
声
の
美
し
さ
に
気
づ
く

こ
と
で
、
ま
わ
り
の
歌
声
も
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

̶

指
導
を
し
て
い
て
、ど
ん
な
瞬

間
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
か
？

演
奏
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
の

子
ど
も
た
ち
の
表
情
で
す
。
や

り
と
げ
た
と
い
う
達
成
感
を
感

じ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
ね
。

演
奏
会
へ
来
て
く
だ
さ
っ
た

お
客
様
か
ら
、「
も
っ
と
聞
き
た

い
よ
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た

だ
い
た
時
、
地
域
の
た
め
に
な

れ
て
る
の
か
な
、
と
感
じ
ま
す
。

̶

今
後
の
い
き
ご
み
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

定
期
演
奏
会
な
ど
の
発
表
の

場
を
通
し
て
、
歌
の
好
き
な
子

が
増
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

有
田
市
唯
一
の
子
ど
も
の
合
唱

団
と
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

◀
中な
か

道み
ち

あ
ず
さ
先
生

（
指
揮
）

▶
浜は
ま

地ち

仁ひ
と

美み

先
生

（
ピ
ア
ノ
）

有
田
市
少
年
少
女
合
唱
団

「
テ
ィ
ン
ク
ル
」♪

♬歌声を響かせ、
地域の力に

ハモれたときは、きれいでうれしい！

思いっきり歌えるのが気持ち良い！

演奏会の最後に拍手をもらえたときは最高です☆

歌がもっと好きになりました♪

合唱
っ
て

しいよ
楽

ハモハモハモハモモモモモれたれたれたれたれたれたれたれたれたれたれたときときときときときときときときは、は、は、は、は、は、は、、きれきれきれきれきれきれきれきれきれきれいでいでいでいでいでいでいででうれうれうれうれうれうれうれうれれうれうれうううう しいしいしいしいしいしいしいしいしいしいしいしいしいしい！！！！！

思い思い思い思い思い思思思 っきききききききり歌り歌り歌りりり歌り歌りりりりり えるえるえるえるえるえるえるえるるのがのがのがのがのがのがの 気持気持気持気持気持気持気持気気気気気 ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良ち良良良良い！いいいい！い！い！い！い！いいい

歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌が歌がもっもっもっもももっもっもっもっもっもっもっもっももももももも と好と好と好と好と好と好と好と好と好好と好と好と好と好と好と好と好と好好好きにきにきにきにきにきにきににきにきにきにきにきにきにきにきにきにきにきき なりなりなりなりなりなりななりなりなりなりなりななりなりなりなりなりりりりましましましましましましましましましましましましましましましましましましましましました♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪た♪

演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏演奏会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の会の最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後最後に拍に拍に拍に拍に拍に拍に拍に拍に拍に拍に拍拍拍拍に拍に拍に拍に拍に拍に拍に拍手を手を手を手を手を手を手をを手を手を手を手ををを手を手を手を手を手を手を手をもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらもらえたえたえたえたえたえたえたええたえたええたえたえたえたえたえたえたえたえたときときときときときときとときときとときときときときときときときときときときときは最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最は最高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高で高です☆す☆す☆す☆す☆す☆すす☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆す☆
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より良い有田市をめざして  ～ わたしたちのまち～
若葉や新緑、野山の草木が芽吹き始め、山全体が明る

くなる季節になりました。「故郷や　どちらを見ても　
山笑ふ」、陽春の心地よい自然を味わいながら、山の新
緑を擬人化することで、愛する故郷への思いが伝わって
くる正岡子規の句です。
昭和３１年５月1日に誕生した本市は、本年同日に市

制施行６０周年の節目を迎えます。人間でいうと還暦の
年にあたり、再び生まれた年の干支に還ることとなりま
す。先人によるこれまでの故郷の発展に対するご尽力に
感謝するとともに、改めて市民の皆様と未来に向けた有
田市のまちづくりを確実に進める新しい年のスタートに
したいと考えています。
さて、昨年８月に和歌山県は一団の農地を確保すると

いう「守ります、まちと優良農地」という方針を発表し
ました。これを受けて、従来からの農地転用が認められ
ないケースが生じたため、本市の農業委員会や市議会、
農業者の方などから見直しを求める要望や意見が知事に
出されていました。
本市の面積は、３６.８９平方キロメートルのコンパ

クトな町です。農業の中心は、温州
みかんの栽培で、園地は傾斜地から
平坦地に混在しており、転用可能な
平坦部は約１０平方キロメートルし
かありません。私は一概に農地法の
適用を厳格化することが、本市の農
業者にとって有益なものにならない
との思いから、直接、知事と意見交
換を行い、要望も行ってきました。
その後、先般の県議会において、知事から前述の方針
を撤回する旨の表明がなされ、現在は元の鞘に収まった
形となったのですが、今回のことは地域の実情に応じて
自分たちのまちづくりを考える一つの機会となり、改め
て責任の重さを感じています。
本市がこれからも持続的に秩序ある発展をするため
に、地域に合った土地利用を行っていくことで、市民の
皆様や故郷の山々が輝く笑顔であり続けるよう、計画的
な都市整備を進めてまいりますので、ご理解とご協力を
よろしくお願いします。 有田市長　望月 良男

２月21日（日）に開催された駅伝競走大会で、有田市が
１時間12分59秒で見事６位入賞を果たしました。
強い向かい風の中、みんな心をひとつにして、懸命にたす

きをつなぎました。選手のみなさん、おつかれさまでした。
そして、本当におめでとうございます！

より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

第15回和歌山県市町村対抗第15回和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会 ６位入賞！ジュニア駅伝競走大会 ６位入賞！

山
やま

本
もと

　実
み

那
な

 選手
（第３区）

佐
さ

原
はら

壮
そう

大
た

郎
ろう

 選手
（第１区）

石
いわ

本
もと

　稚
わか

葉
ば

 選手
（第８区）

５
年
連
続
出
場

区
間
賞
２
位
！
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